
教職員の不祥事根絶（ワイセツ・セクハラ，調査書の誤記載，情報漏洩，体罰，

飲酒運転，公金横領，情報漏洩，信用失墜行為等）のために本校で実施している

研修等について掲載します。 

 項目 内容 

４月 飲酒運転，情報漏洩 個人情報が記された書類，USB，PC の

保管等に関する注意喚起 

不祥事全般 非常勤職員への個別指導 

飲酒運転，情報の適正管理 注意喚起 

 

交通事故・違反 交通事故未然防止に関する研修 

５月 公金横領 注意喚起 

体罰 注意喚起（暴言にも留意する） 

６月 不適切言動 注意喚起（セクハラ，パワハラに関する

事例紹介） 

体罰，情報漏洩 注意喚起（体罰，USB での情報持ち出し

に関して事例紹介） 

個人情報の管理 

〇セルフチェック（全職員が実施） 

〇グループ討議 

 ・個人情報に関わる仕事は必ず職場で行う。 

 ・個人情報を机上に置きっ放しにしない。 

 ・USB を持ち帰らない。等の意見 

〇スローガン作成 

 「安全は心のゆとりと時間のゆとり」 

「USB 心の鍵もセキュリティ」 

「情報は場をわきまえて共有し」 

わいせつ・セクハラ，体罰 事例紹介，注意喚起（当事者意識を持つ

こと） 

情報漏洩 注意喚起 

７月 情報漏洩 情報へのパスワードのかけ方指導 

情報漏洩 情報セキュリティーに関して注意喚起 



信用失墜行為 事例紹介，注意喚起，職員各人への確認 

わいせつ・セクハラ 事例紹介，グループ研修，「（県）教育長

緊急メッセージ」代読等 

８月 不祥事全般 

教育委員会の先生を招いての研修会（松葉中，松一小と合同） 

〇不祥事を起こす前の兆候（例） 

 ・挨拶をしない 

 ・欠勤，遅刻が多い 

 ・名札の未着用，身だしなみの乱れ 

 ・電話応対の悪さ 

 ・書類が放置されている 

 ・不機嫌な応対，乱暴な言葉遣い 等 

〇不祥事が起きづらい職場 

 ・職員がやる気に満ちている 

 ・若手からベテランまで意思疎通ができている 

 ・風通しがよい 

９月 信用失墜行為，情報漏洩 注意喚起 

わいせつ・セクハラ 注意喚起 

１０月 全教職員３６人によるグループディスカッション等を実施 

〇わいせつ・セクハラ，体罰等不祥事全般に関する研修を実施し，次

のような意見が出ました。 

〔わいせつ・セクハラ〕 

・指導は密室で行わない。・むやみに放課後残さない。・必要がないの

に体に触れない。・距離感を考える等 

〔体罰〕 

・体に触れないように指導する。・できる限り複数で対応する。・心の

ゆとりをもつ。 

〔情報漏洩〕 

・整理整頓を心掛ける。・情報にはパスワードをかける。・公の場で子

供の話をしない。・個人情報を学校から持ち出さない。 

〔その他〕 

・教員同士が互いに教室を見回る。・互いに助け合いの気持ちをもち，



コミュニケーションを図る。 

等たくさんの意見が出ました。 

〇県教育長による緊急メッセージを配付。 

 ・誰もが不祥事の可能性をもっているので，気を引き締めること。 

 ・児童を恋愛対象としないこと。 

 ・教員には次代を担う子どもの育成という重大な使命があること。 

１１月 全職員３６人への注意喚起と自己分析を実施 

〇注意喚起（飲酒運転，セクハラ，窃盗について事例をあげて注意） 

〇飲酒運転についての自己分析 

 ・飲酒場所には車で行かない。・日付が変わったら飲まない。・自転

車も飲酒だと認識する。・飲酒すると判断力が鈍ることを自覚す

る。等 

〇セクハラについての自己分析 

 ・異性の指導は密室で行わない。・放課後むやみに残さない。・朝早

く来させない。・むやみに体にさわらない。・できる限り複数で指

導する。・教員同士が情報を共有するようにする。等 

〇ストレス自己診断を実施 

１２月 〇全職員３６人に次の点を注意喚起 

・「交通事故・違反」：自家用車運転中の交通事故が増加している。特

に交差点で自転車と接触する事故が起きているので注意する。 

・「飲酒運転」：飲酒運転だけでなく，酩酊状態で学校のことを大きな

声で話さないように注意すること。 

・「情報漏洩」：個人情報を持ち出さないこと。紙媒体の情報を紛失し

ないように注意すること。 

〇飲酒運転についてセルフチェックを全職員が実施し提出させて管

理職が確認しました。 

・全職員が処分の重さを認識すると共に，子どもや保護者，学校に迷

惑をかけることを再確認できました。 

 合言葉は「飲んだら乗らない 乗るなら飲まない 飲んだら運転

させない」 

１月 〇全職員３７人に注意喚起 

〔事例紹介〕 



・県内公立中学校の男性教諭が１２３９名分の個人情報が入った

USB をセキュリティ対策を施さず，１０年間にわたって使用し，

校外に持ち出していた。 

〔注意喚起〕 

・成績や進路関係で個人情報を扱う時期なので，電子媒体，紙媒体共

にその扱いには十分気を付けること。 

・個人の USB は持ち込まないことの確認。 

 


